
グローバル化する社会で、国際社会はどうAIや先端科学

技術のガバナンスを構築すべきなのか。また国連の役割は

何なのか。生命倫理、科学技術の倫理に取り組むユネスコの

AI倫理プロジェクトを例にとり、文化の多様性を尊重する

普遍的倫理規範の作成について考察する。

シリーズ 「グローバル ･ ジャスティス」第71 回

Global Justice Seminar

お問合せ

同志社大学グローバル・スタディーズ研究科

Tel.075-251-3930

E-mail: ji-gs@mail.doshisha.ac.jp

入場無料・申込不要日時：2023年10月26日(木)
17:30 - 19:00

会場：同志社大学烏丸キャンパス

志高館 SK118教室

国際社会における先端科学技術の倫理

ユネスコのAI倫理プログラムの取り組み

講師：池部織音
ユネスコのパリ本部及びアラブ地域をカバーするカイロ

オフィスで、20年以上に渡って生命倫理と科学技術の

倫理に携わってきた。クローン技術、ゲノム編集、ニューロ

サイエンスといったバイオテクノロジーの倫理やAIの倫理

について、国際的な規範を作成したり、加盟国の国内倫理

委員会、教育機関を支援する仕事などに携わる。


